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This article aims to give an analysis of the formal-semantic aspects of sentences
with a noun that expresses a relationship between two individuals by extending the
analysis presented in Gunji (2016). In particular, in extending the analysis, I will
mention the fundamental difference between such nouns as musume ‘daughter’,
on one hand and namae ‘name’, on the other. I will also present an analysis of
namae as a concealed question noun phrase as argued in Gunji (2020).
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まず、以下に、項を 1つとる名詞の意味論 (郡司, 2015)の基本的な主張を、本稿での
例文に登場する名前を用いてまとめておく。3
(6) 基本的な語彙項目の意味論





• [[だ]]⇔ λP λxP(λy [x = y])
• [[女の子]]⇔ λP∃z [Girl(z) ∧ P(z)]
• 主題の「は」
P: λP λPP(λx R(x, P(x)))
A: λP λPP(P)
• 対比の「は」
P: λP λP∃x [P(λy [y , x]) ∧ ¬P(x)]
A: λP λPP(P)
• 総記の「が」











P: ∃x [x , h ∧ ¬Girl(x)]
A: Girl(h)
b. 指定文 (specificational sentence)
華が女の子だ。4
• 「が」は総記










































































P: R(ιx Daughter(x, yu),Daughter(h, yu))（主題性）
A: ιx Daughter(x, yu) = h
3. 2. 2項述語としての「名前」
「名前」は、個体と、その個体の唯一のラベルの間の 2項関係をあらわす。したがっ
て、前項の「娘」の扱いにならうと、以下の各文は 2項述語 Name(x, y)（xが yの名前
である）を用いて意味表示が与えられる（以下では、Nameの第 1項は第 2項の名前と
なっている文字列であるので、「」を用いてそのことを明確化してある）。
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以下では、hは、「裕一の（唯一の）娘」に対応する個体定項であり、次の関係が成り
立つ。
















P: ∀x [Name(x, h)→ x =「華」]（唯一性）




P: R(ιx Name(x, h), ιx Name(x, h) =「華」)（主題性）
A: ιx Name(x, h) =「華」
3. 3. 2項述語としての「父親」


















P: ∀x [Father(x, h)→ x = yu]（唯一性）




P: R(ιx Father(x, h), ιx Father(x, h) = yu)（主題性）

















という 2項述語の第 1項は、第 2項で個体を指定するとただ一つのラベルに定まるのに
対して、「娘」「父親」に対応する Daughter、Fatherという 2項述語の第 1項は、第 2項
の個体を指定しても、ただ一つの個体に定まらないということである。






P: ∀x [Name(x, h)→ x =「華」]（唯一性）
P: R(h,「華」= ιx Name(x, h))（主題性）







P: ∀x [Daughter(x, yu)→ x = h]（唯一性）
P: R(yu, h = ιx Daughter(x, yu))（主題性）







P: ∀x [Father(x, h)→ x = yu]（唯一性）
P: R(h, yu = ιx Father(x, h))（主題性）
































世界 wで [[裕一の娘の名前]](w) =




世界 wで w ∈ [[アキラは裕一の娘の名前を尋ねた]] iff




9(18)に示したように、「裕一の娘」に対応する個体 hは、「裕一」に対応する個体 yu と Daughterという述
語で関係付けられる。
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(36) アキラは裕一の娘の名前を知っている。




= {w′ : ANSw([[裕一の娘の名前]])(w) = ANSw([[裕一の娘の名前]])(w′)}
ただし、
ANSw([[裕一の娘の名前]])(w)
= ∩{p : w ∈ p ∧ p ∈ [[裕一の娘の名前]](w)}
= ∩{p : w ∈ p ∧ p ∈ {p′ : w ∈ p′ ∧ ∃x [p′ = {w′ : w′ ∈ Name(x, h)}]}}
= ∩{p : w ∈ p ∧ ∃x [p = {w′ : w′ ∈ Name(x, h)}]}
「誰」潜伏疑問名詞を項にとる Knowは、(38)に示す前提をもつので（郡司 (2017, (45))、
郡司 (2020, (27))）、最終的に、(36)の意味論は (39)のようになる。
(38) 世界 wで w ∈ Know(a,ANSs(Q)(w)) iff
P: BEL(s)(w) ∈ Q(w)
A: BEL(a)(w) ⊆ ANSs(Q)(w)
(39) アキラは裕一の娘の名前を知っている。
世界 wで w ∈ [[アキラは裕一の娘の名前を知っている]] iff
w ∈ Know(a,ANSs([[裕一の娘の名前]])(w)) iff
P: BEL(s)(w) ∈ [[裕一の娘の名前]](w)
i.e., BEL(s)(w) ∈ {p : w ∈ p ∧ ∃x [p = {w′ : w′ ∈ Name(x, h)}]}
A: BEL(a)(w) ⊆ ANSs([[裕一の娘の名前]])(w)







世界 wで w ∈ [[アキラは裕一の娘の名前を知っている]] iff
w ∈ Know(a,ANSs([[裕一の娘の名前]])(w)) iff
P: BEL(s)(w) ∈ {p : w ∈ p ∧ ∃x ![p = {w′ : w′ ∈ Name(x, h)}]}（唯一性）

















P: ∀x [Name(x, h)→ x =「華」]（唯一性）



























































P: ∀x [Name(x, h)→ x =「華」]（唯一性）









P: ∀x [Name(x, h)→ x =「華」]（唯一性）
P: ∀y [Name(「華」, y)→ y = h] (identity)





世界 wで w ∈ [[アキラは裕一の娘の名前を知っている]] iff
w ∈ Know(a,ANSs([[裕一の娘の名前]])(w)) iff
P: BEL(s)(w) ∈ {p : w ∈ p ∧ ∃x ![p = {w′ : w′ ∈ Name(x, h)}]}（唯一性）
P: BEL(s)(w) ∈ {p : w ∈ p ∧ ∀x∃y ![p = {w′ : w′ ∈ Name(x, y)}]} (identity)












d. 「華」が裕一の娘の名前だ。（指定文、唯一性 + identity）
(53) a. *アキラは女の子を尋ねた。（個体）
b. *アキラは裕一の娘を尋ねた。（個体）





郡司隆男 (2015) 「日本語のコピュラ文の形式意味論的分析」 TALKS (Theoretical and
Applied Linguistics at Kobe Shoin) 18: 13–24．
郡司隆男 (2016)「項を 2つとる名詞コピュラ文の形式意味論的分析」TALKS (Theoretical
and Applied Linguistics at Kobe Shoin) 19: 19–30．
郡司隆男 (2017)「『知りたくなかった』は『知らない方がよかった』?」TALKS (Theoretical
and Applied Linguistics at Kobe Shoin) 20: 13–34．
郡司隆男 (2020)「隠された疑問」TALKS (Theoretical and Applied Linguistics at Kobe Shoin)
23: 11–27．
Nathan, Lance Edward (2006) On the interpretation of concealed questions. Ph. D. dissertation,
Massachusetts Institute of Technology.
西垣内泰介 (2016)「「指定文」および関連する構文の構造と派生」『言語研究』150: 137–171．
西垣内泰介 (2020)「「潜伏疑問」の構造と派生」『言語研究』 157: 37–69．
野田尚史 (1981)「「カキ料理は広島が本場だ」構文について」『待兼山論叢日本語学編』
16: 45–66．
Author’s web site: http://sils.shoin.ac.jp/˜gunji/
（受付日: 2020. 12. 10）
